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一般社団法人 工務店サポートセンター 次世代の会会長 

鈴木 晴之 氏 
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日本の木で、日本の技で、日本の家日本の木で、日本の技で、日本の家
より良い住宅をつくり、しっかり守る地域工務店

社団法人社団法人 全国中小建築工事業団体連合会／一般社団法人全国中小建築工事業団体連合会／一般社団法人 工務店サポートセンター工務店サポートセンター社団法人社団法人 全国中小建築工事業団体連合会／一般社団法人全国中小建築工事業団体連合会／一般社団法人 工務店サポートセンター工務店サポートセンター

長期優良住宅先導的先導的モデル長期優良住宅先導的先導的モデル

ちきゆう

全建連・地域木造優良（ちきゆう）
住宅国産材モデル

ちきゆう
住宅

わが国唯一の公益団体として、住宅性能保証制度
の立ち上げ、普及の推進に協力するとともに、独自
の品質基準と管理基準を備え 品質保証体制を整含水率の品質基準と管理基準を備え、品質保証体制を整
備している。

含水率
２５％
以下

国産材利用

ちきゆう住宅先導システム国産
材モデルに用いる構造材及び羽

以下

国産材利用
構造材・羽柄

材モデルに用いる構造材及び羽
柄材に国産材を１００％使用して
下さい下さい。
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戸建て住宅（床面積：戸建て住宅（床面積：100100㎡～㎡～125125㎡）の料金例㎡）の料金例

責任ある特定団体として特定団体割引の設定責任ある特定団体として特定団体割引の設定

一般 ちきゆう住宅

通常コース 78,230円 57,710円

中小企業者コース 68,970円 53,030円

（財）住宅保証機構における「まもりすまい保険」の適応となり、着工前の保険申込みが必要となります。
現場審査（基礎 筋 事完 時）は 自社検査員（ ちきゆう住宅検査員）が行う事 なります1回目の現場審査（基礎配筋工事完了時）は、自社検査員（要：ちきゆう住宅検査員）が行う事となります。

基 建

現場検査（完了時）

1回目の現場審査（基礎配筋工事 基
礎
配
筋
工
事

躯
体
工
事

壁
下
地

建
物
完
成
時

1回目の現場審査（基礎配筋工事
完了時）は、ちきゆう住宅検査員
が行う事が条件となってるため 事

事
時

瑕疵担保保険

が行う事が条件となってるため
自社に自社にちちきゆう住宅検査員体制きゆう住宅検査員体制

ちきゆう住宅検査員
による検査

住宅保証機構
による検査

長期優良住宅先導的先導的モデル長期優良住宅先導的先導的モデル

ンクリ ト

基礎に用いるコンクリート
強度 以上を確保コンクリート

強度 は強度３０N以上を確保
するする

コンクリート
現場にて抜き取りの上、
第三者機関による強度試験

コンクリート
第三者試験 第三者機関による強度試験

を行い、これを確認するを行い、 れを確認する
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長期優良住宅先導的先導的モデル長期優良住宅先導的先導的モデル

CASBEE
すまいすまい
戸建

これからの住宅に求められるこれからの住宅に求められる
環境性能の向上にむけ
「CASBEEすまい(戸建)」の評価を
導入し、評価員による評価でB+以上を
取得します。

ちきゆう住宅先導システム国産材
デルに用いる構造材及び羽柄材モデルに用いる構造材及び羽柄材

に国産材を１００％使用して下さい国産材を 使用

構造材とは

軸組等を構成する土台 大引 柱 梁 桁

構造材とは

軸組等を構成する土台、大引、柱、梁、桁、
母屋、束、棟木、隅木とする

羽柄材とは

根太、間柱、窓台、窓マグサ、貫、筋交、垂
木 広小舞 破風 鼻隠 胴縁とする木、広小舞、破風、鼻隠、胴縁とする
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土台は国産材のＤ１特定樹種とし土台は国産材のＤ１特定樹種とし、
4.5寸角以上とする。

土台は、JASに定められた耐久性区分D1の樹種

のうち、住宅性能表示制度で定められた特定樹
種で、下記に示す国産材の製材4 5寸角種で、下記に示す国産材の製材4.5寸角
（13.5cm）以上、又は、集成材等4寸角（12㎝）以
上を用いる上を用いる。

ヒノキ、ヒバ、ケヤキ、クリ（住宅性能表示制度で
れ 等 なされ 産材は、これらと同等と見なされる国産材には、サワ

ラ、ネズコ、イチイ、カヤ、コウヤマキがある。

１階の柱は国産材耐久性区分１階の柱は国産材耐久性区分
Ｄ１の樹種を用いる。

１階の柱は JASに定められた耐久性区分D1に区１階の柱は、JASに定められた耐久性区分D1に区

分される樹種で、下記に示す国産材のうち、いず
れかの樹種の製材又は集成材等を用いる。

ヒノキ、ヒバ、ケヤキ、クリ、カラマツ、クヌギ、スギ、ヒノキ、ヒバ、ケヤキ、クリ、カラマツ、クヌギ、スギ、
ミズナラ
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通し柱は4.5寸角以上通し柱は4.5寸角以上
その他の柱は4寸角以上を用いる。

通し柱は耐久性区分D1の国産材の樹種のうち通し柱は耐久性区分D1の国産材の樹種のうち、

いずれかの樹種（ヒノキ、ヒバ、ケヤキ、クリ、カラ
ク ギ ギ ズナ ） 製材 寸角マツ、クヌギ、スギ、ミズナラ）の製材4.5寸角

（13.5cm）以上、又は、集成材等4寸角（12㎝）以
上を用います。また、その他の柱は4寸角（12cm）
以上を用いる。ただし、１階の柱は耐久性区分D1以上を用いる。ただし、１階の柱は耐久性区分D1
の樹種とする。

地盤調査と保証地盤調査と保証

｢住まい手｣の安心の為にも、地盤調査を
行い 地盤のチェックと適合する基礎の設計・行い、地盤のチェックと適合する基礎の設計・
施工を行うとともに保険による地盤保証を加
入します。
地盤保証を必ず受けて下さい。地盤保証を必ず受けて下さい。
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基礎の立ち上がり部分の幅を
15㎝以上確保する

基礎幅15㎝以上として 鉄筋コンクリ ト構基礎幅15㎝以上として、鉄筋コンクリート構

造の場合に建築基準法に定められている鉄
筋の土に接する部分のかぶり厚さ6㎝以上を

適用除外となっている木造住宅の基礎として適用除外となっている木造住宅の基礎として
も確保する。

構造に使用する金物はZマーク表示構造に使用する金物はZマ ク表示
金物を原則として使用する

同等品等については 工務店サポ トセンタ 編集による同等品等については、工務店サポートセンター編集による
「長期優良住宅マニュアル（建材編）」によるものとする
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サポートセンターへの交付申請

• 補助金申請書

• エントリ 申請書写し• エントリー申請書写し

• 審査協力機関による適合確認書

• 確認済書＋確認申請書 第一～第五面

• 設計住宅性能評価書＋評価等級が記載された頁• 設計住宅性能評価書＋評価等級が記載された頁

• ちきゆう住宅検査員（建築士）による適合確認書

• 建築士免許の写し

• 補助額算出表補助額算出表

• 設計費・申請料等（補助対象外）内訳書

• 請負契約書

• 内訳書（詳細なもので、一式表示等は不可）表

• 完成出来高見込算出書

• 共同事業実施規約承諾書

• 見学会計画書

• ちきゆう住宅検査員（建築士）が確認に用いた

設計図書

• 認定通知書

• CASBEE（戸建）評価シート

工事記録システム事記録システム

•住宅の建設において、最も重要なことは確実な
施工である。本「工事記録システム」は、単に
工事を記録するだけでなく、設計仕様に基づい
た確実な施工を間違いなく行うことを目的とし
て、各工事工程において、必要な仕様の確認を
目視・計測しながら現場写真に記録できるよう
にする。
•「工事記録システム」オンラインソフトとして
開発され、現場でのデジタルカメラや携帯カメ
ラのデ タ入力に自動で対応 工事記録書へのラのデータ入力に自動で対応、工事記録書への
振り分けの自動化など現場の省力化に対応し、
紙データへの出力もエクセルデータで可能で、

住宅履歴書との連携も確保されている。
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工事記録システム

「住宅履歴情報管理システム」

契約書の写し
確認申請書（1面～5面）の写し確認申請書（1面～5面）の写し
設計性能評価書＋性能評価内容の写し
瑕疵担保保証書の写し
竣工図（付近見取図・配置図・面積表・平面図・

立面図・矩計図
JBN-CADﾃﾞｰﾀ※整合が取れた基礎伏図・各
階床伏図・小屋伏図・屋根伏図・構造図（壁量・
金物））金物））
電気設備図・給排水設備図
仕上表
構造計算書・安全証明（3階建の場合）
工事記録書（全建連指定書式）
地盤調査書
工事記録書
地盤改良報告書地盤改良報告書
納材証明書
竣工検査済書
現場チェックシート クリック

工務店サポートセンター（工務店サポートセンター（http://jbnhttp://jbn--support.jp/support.jp/））

維持保全計画書
竣工事住宅仕様書
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ＪＢＮとはＪＢＮとは

Ｊａｐａｎ Ｂｕｉｌｄｅｒｓ Ｎｅｔｗｏｒｋの略。ｐ

北米のホームビルダーの全国組織・ＮＡＨＢ

をモデルに 全建連の工務店会員を組織をモデルに、全建連の工務店会員を組織
（ネットワーク）し、わが国の工務店業界を構
築する目的で２００７年４月から会員登録を開築する目的で２００７年４月から会員登録を開
始した、工務店による工務店のためのネット
ワ ク 現在約２０００社の会員数ワーク。現在約２０００社の会員数。

工務店サポ トセンタ とは工務店サポートセンターとは

ＪＢＮ会員のさまざまな業務・活動を支援する
とを目的に 国土交通省をはじめ関係機関ことを目的に、国土交通省をはじめ関係機関

の理解、協力をもとに設立、運営されている
組織。
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のしくみ3つのしくみ

長期優良住宅・エコ住宅の普
・つくる仕組み

長期優良住 住 普
及・促進のサポート、業務・技術
支援・保険制度支援

・守る仕組み 履歴情報管理・品質管理・技
術支援

支える仕組み

術支援

人材育成・経営サポート・後継・支える仕組み 人材育成・経営サポート・後継
者育成・情報提供

各委員会活動各委員会活動

• 次世代の会

• 増改築委員会

• 環境委員会• 環境委員会

• 防耐火委員会

• 国産材委員会

改良型軸組み工法委員会• 改良型軸組み工法委員会

• マーケット委員会
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・地盤に応じた基礎の形式、構造方法、スパン表に基づく鉄筋の規格、径、品質等の確認。

関連：令第37条（構造部材の耐久：有効なさび止め）、告示1347号（基礎の構造方法等：異形鉄筋）。【主な確認内容】

性能・構造

建築基準法

土台の継手 ｱﾝｶ ﾎﾞﾙﾄの位置の確認

土　台
14

土台の設置の記録。

性能 構造

写:6.基礎（鉄筋）:基基礎配筋後の全景（撮影可能範囲） □ 6-1.基礎の形式・構造

・ 基礎形式 1-l-2 2-c-1 2-c-2

□ 高基礎（豪雪地帯）

・ 構造

□ 鉄筋コンクリート造 1-l-1

貼付スペース
仕様の確認

・土台の継手、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの位置の確認。

・土台の樹種の確認。

写:14.土台:土台敷土台敷工事 □ 14-1.土台の形状

小径 × mm

樹種 2-b-1 7条1 7条2・3・4

・令第36条の2（構造設計の原則）、第37条(構造部材の耐久)、第41条（木材）、
　第42条（土台及び基礎）、第49条（外壁内部等の防腐措置等）の確認。

貼付スペース
仕様の確認

性能・構造

【主な確認内容】

性能・劣化 施工基準

建築基準法

□ 6-2.基礎の配筋の確認 1-h-1 1-h-6

□ 主筋の径・位置

・ 径

・ ピッチ

・ 位置 □ 良

※ 記録シートNO.13参照

・ 防蟻防腐措置 2-b-2

□  耐久性区分D１の特定樹種

□ K3(K2)相当処理

※ 北海道における 道産唐松使用の場合

□ 14-2. ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの位置の確認

□ 良 □ 否 1-b-5

□ 6-3.補強筋の径・位置

・ 開口部直下の補強 1-h-7

□ 有

径

写真タイトル： 基礎配筋後の全景（撮影可能範囲） ・ コーナー部の補強 1-h-7

撮影年月日： 平成 22 年 8 月 6 日 12 時 41 分 天候： □ 有

径

貼付スペ ス

□ 良 □ 否 1 b 5

□ 14-3.土台の継手位置 1-b-2

□ 良 □ 否

・ 接合方法・接合状態

□ 良 □ 否

写真タイトル： 土台敷工事

撮影年月日： 平成 22 年 8 月 26 日 07 時 42 分 天候： ・ 使用金物

写:6.基礎（鉄筋）:基基礎配筋の詳細 □ 6-4.鉄筋の種類

□ 異形鉄筋

・ 規格

【仕様関連】 □ 納品書シート（ロ）

□ 『主筋の径・位置』 （スケールで確認） □ 表示マーク写真

□ 『コーナー部補強筋』

□ 『スラブ筋の間隔』 （スケールで確認）

□ 『ベース筋の間隔』 （スケールで確認） 【施工内容確認】

鉄筋のﾚﾍﾞﾙの確認

貼付内容の例

貼付スペース
撮影年月日： 平成 22 年 8 月 26 日 07 時 42 分 天候： 使用金物

※ 記録シートNO.13参照

□ 14-4.ねこ土台 4

写:14.土台:アンカーアンカーボルトの位置 ・有 ・無

□ ねこ土台の種類

□ 納品書シート（チ）

【仕様関連】 □ 梱包材写真

□ 『アンカーボルトの位置の確認』 寸法 mm 2-g-3

（間隔、土台継手の上手側、柱、耐力壁付近の柱下部等） 間隔 mm

□ 『土台の主要な継手・仕口』 形状

貼付スペース

貼付内容の例

・ 鉄筋のﾚﾍ ﾙの確認

【その他】 □ 良 □ 否

□ 『定着長さ』

□ 『緊結状況』 ・ 継手の確認

□ 『フック』 □ 良 □ 否

□ 『継手』

・ 緊結状況の確認

□ 良 □ 否

□ 『ねこ土台の形状』 □ ねこ土台の位置 2-g-4

□ 『ねこ土台の位置』 □ 良 □ 否

□ 『ねこ土台の部材間の間隔』

【その他】 □ アンカーボルト位置

□ 『土台を全て設置した状態の全景』 □ 土台継手・柱下

□ 『継手とナットのかかり方の確認』

□ 『基礎との取合い』 【施工内容確認】

□ □ 継手とナットのかかり方

□ 締め付け力の確認

・ フックの確認

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。 □ 良 □ 否

写真タイトル： 基礎配筋の詳細 ・ 定着長さの確認

撮影年月日： 平成 22 年 8 月 5 日 11 時 46 分 天候： □ 良 □ 否

□ 1-h-1 基礎の配筋 □ 1-h-6 主筋の径・位置

□ 1-h-7 補強筋の径・位置等 □ 1-l-1

□
1-l-2

□ 2-c-1

関連するﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）
設計施工

基準＊

基礎の構造方法

基礎の形式 土壌処理の材料

□ □ 良 □ 否

□

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。

※適宜、項目を 増やして使用して下さい。 □ 基礎との取合い・ﾚﾍﾞﾙ・ずれ

写真タイトル： アンカーボルトの位置 □ 良 □ 否

撮影年月日： 平成 22 年 8 月 26 日 07 時 49 分 天候：

□ 1-b-2 □ 1-b-5 □ 2-b-1 4 ねこ土台

土台の継手位置 7条1 構造材の国産材使用

□ □ □ 7条2 3 4 土台 階柱 通し柱の樹種

関連する ﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）

設計施工

基準＊

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの位置 部材の樹種

1 l 2 2 c 1

□ 2-c-2 ※納品書シート参照の場合有土壌処理の状態

□ 2-b-2 □ 2-g-3 □ 2-g-4 7条2・3・4　　土台、一階柱、通し柱の樹種

　　 寸法

（施 関連図書項目） 基準

保存処理の方法 ねこ土台の形状・寸法 ねこ土台の位置
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横　架　材　（梁、桁など）
16

＜横架材（梁 桁など）＞の記録

水　平　剛　性（火打）
21

＜床組＞に使用した火打の記録

・横架材の断面寸法、スパンの確認。

・構造材の樹種の確認。

写:16.横架材（梁、2階床梁 □ 16-1.横架材の形状

□ ２階床大梁 1-i-1

巾 mm

貼付スペース
仕様の確認

＜横架材（梁、桁など）＞の記録。

性能・構造

【主な確認内容】

施工基準

建築基準法 ・令第36条の2（構造設計の原則）、第37条(構造部材の耐久)、第41条（木材）、
　第44条（はり等の横架材）、第49条（外壁内部等の防腐措置等）の確認。

・火打ちの種類、断面寸法の確認。

・火打と取り合うはり、留付状態の確認。

写:21.水平剛性（火火打施工（全景） □ 21-1.火打の種類 1-e-1

□ 火打金物

種類

貼付スペース
仕様の確認

＜床組＞に使用した火打の記録。

性能・構造

【主な確認内容】

性能・構造

建築基準法 ・第36条の2（構造設計の原則）、第37条(構造部材の耐久)、第41条
　（木材）、第46条（構造耐力上必要な軸組等）の確認。

巾 mm

せい mm

スパン＊ mm

樹種 7条1

□ 国産材

※ 記録シートNO.13参照

□ ２階床小梁 1-i-2

巾 mm

種類

※ 記録シートNO.13参照

□ 木製火打

断面 × mm

樹種 7条1

□ 国産材

※ 記録シートNO.13参照

□ 21 2 火打と取り合う梁 1 2巾 mm

せい mm

スパン＊ mm

樹種 7条1

□ 国産材

※ 記録シートNO.13参照

□ 小屋梁 1-I-3

写真タイトル： 2階床梁 巾 mm

□ 21-2.火打と取り合う梁 1-e-2

梁せい mm

□ 21-3.火打の取付位置の確認 1-e-1

□ 良 □ 否

□ 21-4.火打の取付状態の確認 1-e-3

写真タイトル 火打施工（全景） □ 良 □ 否写真タイトル： 2階床梁

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 17 日 12 時 40 分 天候： せい mm

スパン＊ mm

樹種 7条1

写:16.横架材（梁、小屋梁

□ 国産材

※ 記録シートNO.13参照

【仕様関連】

□ 『２階床大梁』 （形状をスケールで確認） □ 胴差 1-I-4

□ 『２階床小梁』 （形状をスケールで確認） 巾 mm

貼付スペース

貼付内容の例

写真タイトル： 火打施工（全景） □ 良 □ 否

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 17 日 12 時 43 分 天候：

写:21.水平剛性（火火打施工（部分）

【仕様関連】

□ 『火打ちの長さ』 （スケールで確認）

□ 『火打ちの留付状態』

貼付スペース

貼付内容の例

□ 『小屋梁』 （形状をスケールで確認） せい mm

□ 『胴差』 （形状をスケールで確認） スパン＊ mm

【その他】 樹種 7条1

□

□ □ 国産材

□ ※ 記録シートNO.13参照

□

□

□

＊スパンは最大のものを表記
し、その部分の巾・成を記入の

こと。

□ 『火打ちの留付状態』

□

□

□

□

□

□

□

□
□ 【施工内容確認】

□ □ 仕口・継手・金物の状態

□ ※ 記録シートNO.23参照

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。

※適宜、項目を 増やして使用して下さい。 □ 構造耐力上支障のある

写真タイトル： 小屋梁 欠込みがない

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 17 日 12 時 45 分 天候：

□ 1-i-1 □ 1-i-2 □ 1-i-3 7条1 構造材の国産材使用

床大ばりの断面 間隔 床小ばりの断面 間隔 小屋ばりの断面 間隔

□

□

□

□

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。

※適宜、項目を 増やして使用して下さい。

写真タイトル： 火打施工（部分）

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 17 日 12 時 42 分 天候：

□ 1-i-4

関連する ﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）
設計施工基準＊

床大ばりの断面・間隔 床小ばりの断面・間隔 小屋ばりの断面・間隔

胴差の断面

□ 1-e-1 □ 1-e-2 □ 1-e-3 7条1 構造材の国産材使用関連する ﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）
設計施工基準＊

火打ち の位置・種類 火打ち と取りあうはり 火打ち 材の止め付け状態

接　合　部
23

柱と横架材の＜接合部＞の記録

外　　　壁（防水・通気構造）
27

＜外壁＞下地の記録

・胴差と通し柱、床・屋根の外周部の横架材の接合部の確認。

写:23.接合部:柱脚 柱脚・柱頭金物（１ケ所以上） □ 23-1.接合金物の品質 1-g-1

※ 記録シートNO.13参照 9条

貼付スペース
仕様の確認

柱と横架材の＜接合部＞の記録。

【主な確認内容】

性能・構造

建築基準法 ・令第47条（継手・仕口）、告示第1460号（筋かい端部の接合部、柱頭・柱脚の接合部の
構造方法）の確認。

・通気構造等の状態の確認。

・土台の水切りの確認。

・国産材使用と通気構造の確認。

写:27.外壁（防水・ 防水紙の施工（全体） □ 28-1.防水措置の方法

□ シート状

板状 ﾟ 等

貼付スペース
仕様の確認 防水

＜外壁＞下地の記録。

【主な確認内容】

性能・劣化

性能・劣化

施工基準

□ 23-2. 筋かい端部の接合部 1-g-2

の確認

□ 23-3. 柱脚・柱頭の接合部 1-g-3

の確認

□ 板状（ALCﾊﾟﾈﾙ等）

□ 28-2.防水仕上の種類、品質

□ 納品書シート（ヲ）

□ 表示マーク写真

□ 28-3.防水紙の重ね幅

縦方向 mm

□ 90mm以上

□ われ・すきま・ねじれ

・有 ・無

□ 23-4. 胴差・通し柱の接合部 1-g-5

の確認

写真タイトル： 柱脚・柱頭金物（１ケ所以上）

□ 90mm以上

横方向 mm

□ 90mm以上

□ 150mm以上(窯業ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ)

□ 180mm以上(金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ)

□ 28-4.留付け釘等の間隔

mm

写真タイトル： 防水紙の施工（全体） 仕様の確認 通気構造写真タイトル： 柱脚 柱頭金物（１ケ所以上）

撮影年月日： 平成 22 年 8 月 30 日 14 時 06 分 天候：

□ 23-5. 床・屋根の外周横架材の接合部

① 下屋の付け根 1-g-4

写:23.接合部:筋か 筋かい金物（１ケ所以上） ②

③

【仕様関連】

□ 『筋かい端部の接合部の代表的な部分』

(金具：　　　　　　　　　　　　　　　　)

貼付内容の例 耐力壁潜函距離が4mを

超の水平構面の中間

貼付スペース
最外周耐力壁線から

1.5mを 超の位置の入隅

写真タイトル： 防水紙の施工（全体）

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 24 日 16 時 14 分 天候： □ 28-5.通気構造の種類

□ 外壁通気層

□ 軒の出が90cm以上の真壁

写:27.外壁（防水・ 通気胴縁の施工（全体） ※ 記録シートNO.41参照

□ 28-6.通気構造の状態 2-a-1

□ 胴縁 8条

【仕様関連】 寸法 × mm

□ 『重ね貼りの流れ方向、重ね巾』 （スケールで確認） 間隔 mm

□ 『防水紙の留付の様子』 樹種 2-a-5 7条1

貼付スペース

貼付内容の例

気

□ 『柱脚・柱頭の接合部の代表的な部分』 【施工内容確認】

(金具：　　　　　　　　　　　　　　　　) □ 通し柱に代わる管柱による

□ 『胴差・通し柱の接合部の代表的な部分』 隅柱の補強

(金具：　　　　　　　　　　　　　　　　)

□ 『床・屋根の外周横架材の接合部の代表的な部分』 ・使用金物

(金具：　　　　　　　　　　　　　　　　) ※ 記録シートNO.13参照

【その他】 □ 23-5の①②③以外の横架材

□ 『通し柱に代わる管柱による隅柱の補強』 の接合部

□ 『その他の横架材の接合部』

紙

□ 『水切り廻りの施工の様子』 □ 国産材

【その他】 ※ 記録シートNO.13参照

□ 『通気構造の種類・状態』 □胴縁留付方向

□ 『水切り』 ・縦 ・横

□ 『胴縁間の間隔、通気スペース（30mm以上）』 □外壁上部・下部の通気の確保

□ 『外壁上部（軒裏等）の通気の確保』 □ 有

□ 『外壁下部（水切り廻り）の通気の確保』 □通気層の厚み

□ 『開口部廻りの通気の確保』 mm

□ 『外壁下地としての部分』 □ 180mm以上

□ 『欠込み部、めり込みに対する補強』 ・使用金物

□ ※ 記録シートNO.13参照

□ □ 欠込み部、めり込みに対する

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。 補強

※適宜、項目を 増やして使用して下さい。 ・有 ・無

写真タイトル： 筋かい金物（１ケ所以上） ・使用金物

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 13 日 09 時 45 分 天候： ※ 記録シートNO.13参照

□ 1-g-1 □ 1-g-2 □ 1-g-3 9条 Ｚマーク金物の使用

接合金物の品質 筋かい端部の接合部 柱脚 柱頭の接合部

□ （外壁のジョイント部、出隅・入隅、開口部廻り、外壁上部・下部） □ 28-7.胴縁の防蟻防腐措置

□ □ 薬剤処理、K3(K2)相当処理

□ ※ 記録シートNO.12参照

※『』内の項目を 写真タイ トルとしてコピ ーまたは記入して下さい。 □ 土台の基準の特定樹種

※適宜、項目を 増やして使用して下さい。

写真タイトル： 通気胴縁の施工（全体） □ 28-8. 土台と外壁部の取合いの水切り

撮影年月日： 平成 22 年 9 月 24 日 16 時 17 分 天候： □ 有 2-b-3

□ 2-a-1 □ 2-a-5 □ 2-b-3 7条1 構造材の国産材使用

部材 樹種 条通気構造等の状態 土台と外壁の取合部の水切り

□ 1-g-4 □ 1-g-5

関連する ﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）
設計施工基準＊

接合金物の品質 筋かい端部の接合部 柱脚・柱頭の接合部

床・屋根の接合部 胴差・通し柱の接合部

部材の樹種 8条 通気層関連する ﾁｪｯｸｼｰﾄ項目

（施工関連図書項目）
設計施工基準＊

通気構造等の状態 土台と外壁の取合部の水切り
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